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4/6ローカル５G/４G 自営等が活かせる特長

ミッションクリティカル・社会的責任・事業継続性の維持強化

・公益性の高いサービスや団体・企業の事業継続性の維持強化のため情報・通信・電源等の独立性が求められる

・高い情報セキュリティ確保が求められ、閉域・専用ネットワークの構築により大幅なリスク低減が期待できる

・帯域保証、高信頼低遅延保証型の高度な無線NW技術の活用により社会生産性の向上が期待できる

非常時の業務継続性を維持強化しつつ、高度なICTの導入により
公共福祉の増進や社会課題の解決、産業発展に寄与

柔軟なエリア・帯域利用と偏在するローカルトラヒックの吸収

・通信特性（エリア要件・トラヒック要件）に応じて柔軟で動的な専用ネットワークが構築できる

・住環境、企業環境域内で周波数利用が完結するため隣接基準の工夫によっては周波数資源を有効活用できる

・ローカルエリアに閉じたトラヒックは、広域公衆ネットワークに対してで負担をかけずに運用できる

通信トラヒックは域内で完結、効率的な周波数の繰り返し有効
広域公衆ネットワークのトラフィック負担軽減

１．耐災害性・高セキュリティ性の観点

２．柔軟性・周波数の有効利用の観点










